
令和8年5月28日発行　編集・発行／上松町役場総務課　印刷／山田印刷株式会社 太郎ちゃん

美林ちゃん

“Catalog Pocket”
でも配信しています5

2026／MAY
744号

令和8年5月1日現在

世帯 1,958 戸（＋ 12）
男 1,854 人（±  0）
女 1,943 人（＋  8）
計 3,797 人（＋  8）

　4月 25日 ( 土 ) に今季の赤沢自然休養林が開園となり、
開園式・森林鉄道出発式が行われました。
　出発式では、安全運行と盛況を祈願して森林鉄道乗務員
の方々に運転キーと花束が贈呈され、ＮＰＯ法人「木曽ひ
のきの森」の方々による木遣り唄が披露されました。
　式典後は、今季初めての森林鉄道が多くの
人を乗せて出発しました。
　　　　　　　　　　　　（関連記事　7P）

赤沢自然休養林開園
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上
松
小
学
校

山や
ま
う
ら浦

　
誠
ま
こ
と	

校
長

①
小
諸
市
立
野
岸
小
学
校

②
家
庭
菜
園
、
ゴ
ル
フ

③
二
度
目
と
な
る
木
曽
の
赴
任
を

迎
え
、
豊
か
な
自
然
と
温
か
な
人

情
に
包
ま
れ
た
こ
の
地
で
再
び
働

け
る
幸
せ
を
噛
み
締
め
て
お
り
ま

す
。
上
松
町
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
地
域
・
家
庭

と
歩
み
を
揃
え
、
誠
心
誠
意
学
校

経
営
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。
皆

さ
ま
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

小こ
さ
か坂

　
彩さ
や
か芽	

五
学
年
担
任

①
石
川
県
能
美
市
立
浜
小
学
校

②
旅
行
、
買
い
物

③
上
松
町
は
川
の
流
れ
が
非
常
に

美
し
く
、
何
よ
り
皆
様
の
優
し
さ

に
触
れ
、
温
か
い
気
持
ち
で
新
生

活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
環
境
で
、

子
供
た
ち
と
共
に
私
自
身
も
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
新
し
い
こ
と
に

全
力
で
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

小こ
ば
や
し林

　
智と
も
や哉	

二
学
年
担
任

①
伊
那
市
立
伊
那
東
小
学
校

②
登
山
、
海
釣
り

③
初
め
て
上
松
町
に
赴
任
い
た
し

ま
し
た
。
山
が
と
て
も
近
く
、
毎

日
美
し
い
景
色
を
眺
め
な
が
ら
通

勤
で
き
る
こ
と
を
、
日
々
新
鮮
な

気
持
ち
で
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
は
地
域
の
行
事
や
上
松
町
な

ら
で
は
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に

参
加
し
、
こ
の
町
の
こ
と
を
た
く

さ
ん
知
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

谷た
に

　
佳
よ
し
な
が永	

主
事
・
事
務
職
員

①
塩
尻
市
立
桔
梗
小
学
校

②
勉
強
、
ゲ
ー
ム
、
散
歩

③
上
松
小
学
校
に
来
て
、
子
ど
も

た
ち
も
職
員
も
み
ん
な
パ
ワ
フ
ル

で
驚
い
て
い
ま
す
。
負
け
て
は
い

ら
れ
な
い
と
思
い
、
先
日
人
生
初

め
て
の
ジ
ム
に
行
き
、
体
を
動
か

す
こ
と
の
楽
し
さ
と
気
持
ち
良
さ

を
少
し
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち

と
も
外
で
遊
ん
だ
り
し
て
体
を
動

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
至
ら
ぬ

と
こ
ろ
も
多
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
上
松
町
の
一
員
と
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

百も
も
せ瀬

　
優ゆ
う	

一
学
年
担
任

①
塩
尻
市
立
広
陵
中
学
校

②
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
テ
レ
ビ
鑑
賞

（
ア
ニ
メ
、
ド
ラ
マ
）

③
と
て
も
自
然
豊
か
で
、
木
々
の

生
命
力
・
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
以
外
で
中
々
外
に

出
な
い
の
で
、
色
々
な
こ
と
を
目

標
に
、
外
へ
出
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

生
活
習
慣
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

油ゆ

い井
　
恭
き
ょ
う
か花	

三
学
年
担
任

①
上
田
市
立
神
科
小
学
校

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
、
サ
ウ
ナ

③
木
曽
ひ
の
き
の
香
り
と
寝
覚
の

床
の
絶
景
に
包
ま
れ
た
上
松
町

は
、
自
然
の
力
強
さ
を
感
じ
る
温

か
な
町
だ
と
感
動
し
て
い
ま
す
。

二
校
目
の
赴
任
と
な
る
上
松
小
学

校
で
、
子
供
た
ち
の
純
粋
な
瞳
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
私
自
身
も
全

力
で
学
び
、
共
に
成
長
し
た
い
で

す
。

中な
か
に
し西

　
直な
お
よ代	

支
援
員

①
木
曽
郡
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

②
ナ
ン
プ
レ
（
数
独
）、読
書
（
時

代
小
説
）

③
「
赤
沢
美
林
」
が
大
好
き
で
す

（
川
遊
び
も
）。
木
曽
で
生
ま
れ

育
っ
た
私
で
す
が
、「
木
」
の
美

し
さ
に
感
動
し
ま
す
！
上
松
小
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
、
い
っ
ぱ
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
、
元
気
に

働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
（
老

体
に
ム
チ
打
っ
て
）。

屋や
し
き敷

　
三み

え

こ
枝
子

	

た
ん
ぽ
ぽ
学
級
（
木
・
金
の
み
）

①
木
曽
町
立
日
義
中
学
校

②
和
太
鼓
、
ね
こ
二
匹
の
お
世
話

③
本
年
度
お
世
話
に
な
り
ま
す
屋

敷
三
枝
子
と
申
し
ま
す
。
日
義
か

ら
通
っ
て
い
ま
す
。（
一
週
間
に

二
日
の
み
）

　

以
前
、
御
嶽
海
関
が
小
一
～
小

四
の
間
、
そ
の
後
も
体
育
代
替
や

産
休
補
充
教
員
と
し
て
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ひ
の

き
の
里
で
も
あ
る
上
松
町
、
明
る

く
ま
っ
す
ぐ
な
子
ど
も
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
そ

し
て
十
才
く
ら
い
は
若
返
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

吉よ
し
だ田

　
美み

ち

か
知
花	

栄
養
教
諭

①
愛
知
県
名
古
屋
市
立
本
郷
小
学

校②
登
山
、
マ
ラ
ソ
ン
、
ス
キ
ー

③
長
野
県
に
初
め
て
住
み
ま
す
が
、

う
ぐ
い
す
が
鳴
き
、
木
曽
駒
が
大

き
く
見
え
る
上
松
町
に
毎
日
癒
さ

れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
と
楽
し
く
お
い
し
い

給
食
の
時
間
に
な
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

上
松
中
学
校

岩い
わ
は
ら原

　
秀
し
ゅ
う
し志	

校
長

①
南
木
曽
町
立
南
木
曽
小
学
校

②
ド
ラ
イ
ブ
、
昨
年
ま
で
は
子
ど

も
の
部
活
の
追
っ
か
け

③
再
び
上
松
中
学
校
に
勤
務
す
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
笑

顔
や
元
気
な
挨
拶
に
気
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。「
生
徒
も
先
生

方
も
笑
顔
で
帰
る
学
校
」
づ
く
り

新
し
く

新
し
く  

　
赴
任
さ
れ
た

　
赴
任
さ
れ
た

先
生
方

先
生
方

　
①
前
任
校
等
　
②
趣
味

　
①
前
任
校
等
　
②
趣
味

　
③
上
松
町
の
印
象
や
抱
負

　
③
上
松
町
の
印
象
や
抱
負

　
　
な
ど

　
　
な
ど
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を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

髙た
か
ぎ木

　
剛
つ
よ
し

	

一
学
年
担
任
・
自
情
障
学
級
担
任

　

保
健
体
育

①
伊
那
養
護
学
校

②
サ
ウ
ナ
・
野
球
観
戦
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

③
上
松
町
は
私
の
地
元
の
町
で
、

寝
覚
ノ
床
や
赤
沢
自
然
休
養
林
は

子
供
の
こ
ろ
か
ら
遊
び
場
所
で
と

て
も
自
然
豊
か
な
上
松
町
が
私
は

大
好
き
で
す
。
特
に
赤
沢
休
養
林

へ
行
く
途
中
に
あ
る
深
い
川
で
泳

ぐ
こ
と
が
大
好
き
で
、
昨
年
は
、

県
外
か
ら
来
た
友
達
と
一
緒
に
川

遊
び
を
し
ま
し
た
。
自
然
豊
か
な

こ
の
町
で
皆
さ
ん
の
お
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

松ま
つ
い井

　
聡
さ
と
し	

生
き
方
探
究

①
南
木
曽
町
立
南
木
曽
小
学
校

②
旬
の
も
の
を
お
い
し
く
味
わ
う

こ
と

③
九
年
前
に
上
松
中
学
校
で
勤
務

し
て
お
り
、
縁
あ
っ
て
再
び
お
世

話
に
な
り
ま
す
。
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
中
心
に
地
域
と
学
校
を

つ
な
げ
た
り
、
小
中
の
学
び
方
の

連
携
を
図
っ
た
り
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
小
で
は
六
年
生
の

理
科
も
担
当
し
ま
す
。

稲い
な
だ田

　
夕ゆ
う
な夏

	

一
学
年
担
任
・
国
語

①
新
規
採
用　

②
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

③
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
上
松
中
学

校
で
勤
務
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て

こ
の
大
自
然
の
中
で
育
っ
た
生
徒

た
ち
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

市い
ち
か
わ川

　
智と
も
や也

	

二
学
年
担
任
・
保
健
体
育

①
新
規
採
用　

②
体
を
動
か
す
こ
と

③
山
と
の
距
離
が
近
く
、
自
然
に

囲
ま
れ
て
い
て
と
て
も
魅
力
的
な

と
こ
ろ
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
大
自
然
に
囲
ま
れ
な
が

ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
供
た
ち

と
共
に
学
び
、
元
気
を
も
ら
い
な

が
ら
お
互
い
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

岡お
か
だ田

　
早さ
な
え苗	

家
庭
科

①
新
規
採
用　

二
年
前
ま
で
南
木

曽
町
立
南
木
曽
中
学
校
に
勤
務
し

て
い
ま
し
た

②
映
画
鑑
賞　

音
楽
鑑
賞　

旅
行

③
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
上
松
中

学
校
の
あ
た
り
は
何
度
も
通
っ
て

い
ま
す
が
、
校
舎
に
入
る
の
は
初

め
て
で
し
た
。
木
造
の
腰
板
、
円

形
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
、
洗
心
の
せ

せ
ら
ぎ
と
廊
下
が
透
明
に
な
っ
て

い
る
所
、
大
変
素
敵
で
す
。

　

先
人
の
皆
様
の
中
学
生
に
寄
せ

る
期
待
や
希
望
を
感
じ
る
校
舎
で

私
も
一
緒
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

タ
ナ
ツ
ナ
シ
エ
　
フ
ン
グ
エ

	

Ａ
Ｌ
Ｔ

①
木
曽
町
立
福
島
小
学
校

②
写
真
撮
影　

料
理　

旅
行

③
初
め
て
上
松
に
来
た
時
、
そ
の

美
し
さ
と
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲

気
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

一
番
気
に
入
っ
て
い
る
の
は
景

色
で
す
。
こ
こ
か
ら
駒
ヶ
岳
が
見

え
、
短
い
滞
在
期
間
な
が
ら
も
、

そ
の
景
色
を
存
分
に
堪
能
し
て
い

ま
す
。
川
の
近
く
に
住
み
、
水
の

流
れ
る
音
を
聞
け
る
の
も
、
大
き

な
魅
力
で
す
。 

　４月２５日（土）に松本市（アイネットやまびこドー
ム）において第２１回長野県市町村対抗小学生駅伝競走
大会が開催され、原浩美監督のもと上松小学校４～５年
生４名が上松町代表チームとして９年ぶりに出場し、県
内各市町村チームに挑みました。４区間４．８ｋｍのコー
スで、大きな舞台を前に緊張が感じられましたが木曽ひ
のきっ子魂で選手全員が自分の力を出し切り、襷をゴー
ルまでつなぎました。結果は全６２チーム中６１位とい
う悔しい結果でしたが、次回へのリベンジを誓いました。

上松町チームの面々

第２１回長野県市町村対抗小学生駅伝競走大会出場第２１回長野県市町村対抗小学生駅伝競走大会出場
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令
和
八
年
度
上
松
町
消
防
団

編
成
式
が
四
月
五
日
（
日
）
に

上
松
小
学
校
校
庭
に
お
い
て
挙

行
さ
れ
、
総
員
百
二
十
七
名
の

新
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

編
成
式
に
先
立
っ
て
団
長
辞

令
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
澤
木
良

太
郎
前
団
長
に
解
任
辞
令
が
、

寺
田
龍
美
新
団
長
に
任
命
辞
令

が
そ
れ
ぞ
れ
村
田
町
長
に
よ
り

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
退
任
さ
れ
た
澤
木
良
太

郎
前
団
長
は
、
消
防
団
員
と
し

て
三
十
二
年
間
務
め
ら
れ
、
最

後
の
四
年
間
は
団
長
と
し
て
重

責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、寺
田
団
長
が「
消

防
団
員
心
得
」
を
朗
読
し
た

後
、
新
入
団
員
二
名
に
辞
令
伝

達
が
行
わ
れ
、
新
入
団
員
の
第

二
分
団
所
属
和
田　

直
己
団
員

が
「
忠
実
に
消
防
の
義
務
を
遂

行
す
る
こ
と
を
厳
粛
に
誓
い
ま

す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
副
分
団
長
以
上
と

な
る
十
名
に
昇
格
辞
令
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
編
成
に
伴
い
、
澤
木

前
団
長
を
は
じ
め
十
一
名
の

方
々
が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。
長

年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
と

敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
年
々
減
少
傾

向
に
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

安
全
や
安
心
の
確
保
は
も
と
よ

り
、
町
の
活
性
化
も
担
う
組
織

と
し
て
、
更
な
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
地
域
の
皆
様
も
、

消
防
団
活
動
へ
の
ご
理
解
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

団
本
部
　
　
14
名

　

団　
　

長	

寺
田　

龍
美

　

副
団
長	

山
田　

良
輔

　

本
部
長	

町
野　
　

洋

　

本
部
長

	

（
企
画
）
三
浦　

智
司

　

副
本
部
長

	
（
庶
務
）
根
井　

大
輔

	

（
機
械
）
板
野　

清
和

	

（
水
利
）
大
橋　

史
良

	

（
予
防
）
村
上　

仁
勇

第
一
分
団
　
34
名

　

分
団
長	

山
田　

悠
介

　

副
分
団
長	

垣
外　

茂
剛

第
二
分
団
　
34
名

　

分
団
長	

上
田　

康
平

　

副
分
団
長	

木
下　

康
弘

第
三
分
団
　
31
名

　

分
団
長	

古
田　

誠
一

　

副
分
団
長	

橋
本　
　

淳

第
四
分
団
　
14
名

　

分
団
長	

山
村　

尚
史

　

副
分
団
長	

高
橋　

正
和

　

和
田　

直
己
（
第
二
分
団
）

寝
覚
２

　

米
窪　
　

優
（
第
二
分
団
）

寝
覚
２

令
和
八
年
度
上
松
町
消
防
団
編
成
式

令
和
八
年
度
上
松
町
消
防
団
編
成
式

令
和
八
年
度

令
和
八
年
度新

入
団
員

新
入
団
員

令
和
八
年
度

令
和
八
年
度

上
松
町
消
防
団
編
成

上
松
町
消
防
団
編
成

　

こ
の
ほ
ど
寝
覚
田
代
地
区
に
、
定
住

促
進
住
宅
一
棟
二
戸
が
今
年
三
月
に
完

成
し
ま
し
た
。
建
築
面
積
は
、
一
二
六
．

三
一
㎡
、
一
戸
あ
た
り
約
六
三
．
一
五

㎡
（
二
階
建
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
で
、
工
事
費

は
、
七
，
六
六
九
万
円
（
内
訳
：
本
体
工

事
費
七
，
二
六
〇
万
円
、
設
計
監
理
費

四
〇
九
万
二
千
円
）
で
、
財
源
は
、
過
疎

対
策
事
業
債
を
使
い
、
令
和
七
年
度
に
建

設
し
て
き
ま
し
た
。
外
構
工
事
に
つ
い
て

は
、
令
和
八
年
度
に
行
う
予
定
で
す
。

　

そ
し
て
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

子
ど
も
を
有
す
る
夫
婦
（
妊
婦
を
含
む
。）

を
優
先
す
る
入
居
資
格
の
下
、
不
足
し
て

い
る
住
宅
と
し
て
、
ま
た
、
若
者
の
定
住

対
策
と
し
て
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
住
宅
整
備
に
よ
り
、
若
者
の

定
住
を
支
援

し
、
地
域
の

活
性
化
へ
と

つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

町
営
住
宅

町
営
住
宅

「
田
代
ハ
イ
ツ
Ｈ
棟
」が

「
田
代
ハ
イ
ツ
Ｈ
棟
」が完成

完
成
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広　報　あげまつ

　「長野を元気に！」を合言葉に、グレート☆無茶さんによって旗
揚げされ、「安全第一、台本重視、入場無料、雨天検討」というキャッ
チコピーのもと、「痛いことはしない、過激なことはしない」とい
う「プロレスごっこ」のルールを徹底し、メンバーは全員、本業を
持つ社会人のボランティアで構成されているプロレス団体「信州
プロレスリング」の興行「長野元気復活総力祭 SHINSHU DREAM 
TOUR 第１４戦 上松町大会」が 4 月１８日 ( 土 ) に上松町社会体
育館で開催されました。

　今回の大会は、団体
の旗揚げ２０周年に向けた大型プロジェクトの一環として開催され、
シングルマッチ、タッグマッチなど四試合が行われました。大会を
通じて笑いを誘うコミカルな展開の中にも随所に散りばめられたプ
ロレスの技術が光り、メインイベントでは、グレート☆無茶さんと
特別ゲストに招かれたアントニオ小猪木さんが対戦し、会場を訪れ
た百名を超える来場者ともに会場が一体となって盛り上がる戦いが
繰り広げられました。

　「上松赤外線望遠鏡」が、２０２５年度（第８回）日本天文遺産に認定され
ました。日本天文遺産は、日本天文学会が平成３０年度に創設した日本の天文
学において歴史的に貴重な天文学・暦学関連の遺産を文化的遺産として次世代
に伝え、その普及と活用を図ることために歴史的意義のある史跡・事物に対し
て認定している制度です。
　「上松赤外線望遠鏡」は、１９７３年（昭和４８年）に京都大学の施設とし
て上松町才児地区に設置され、１９７４年（昭和４９年）の初めから本格的な
稼働を始めた日本初の赤外線専用望遠鏡です。この望遠鏡が設置されたことで
日本の赤外線天文学が急速に発展し、コホーテク彗星やウエスト彗星などの突
発天体の観測も行われるようになりました。この望遠鏡は、日本の赤外線天文

学の原点とも言える存在であり、日本
の赤外線天文学の礎を築いた記念碑的
な望遠鏡で、２００３年（平成１５年）
に役目を終え撤去され、一時的に東京
大学木曽観測所に保管されその後、２００４年（平成１６年）に西はり
ま天文台公園（当時）に移され、２００８年（平成２０年）から兵庫県
立大学自然・環境科学研究所天文科学センター（西はりま天文台）で展
示が行われています。この望遠鏡の置かれている展示室は、常時公開は
しておりませんが、イベント時等には室内で間近に見学できます。詳し
くは西はりま天文台のホームページをご覧ください。

「上松赤外線望遠鏡」日本天文遺産に認定「上松赤外線望遠鏡」日本天文遺産に認定

信州プロレスリングがやってきた！信州プロレスリングがやってきた！

「長野元気復活総力祭「長野元気復活総力祭 SHINSHU DREAM TOUR SHINSHU DREAM TOUR（第１４戦）」開催！！（第１４戦）」開催！！

©兵庫県立大学西はりま天文台

©兵庫県立大学西はりま天文台
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【尾上　一生　隊員】
　上松町民のみなさん、こんにちは！上松町地域おこ
し協力隊木工部に所属しています尾上一生です。早い
もので今年度２年目になりますが、僕の当初の協力隊
に入隊した時の目的は「ベンガラ染めの普及活動」と

「木工技術の向上＋ふるさと納税返礼品作り」だった
ので、後者の方はまだ道半ばではありますが、前者の
方は順調に町民の皆様には伝わってきているんじゃな
いかと思います。前年度は、公民館で大人を対象に月
に２回ほど実施しているベンガラ染め講座がメイン
で、その他は季節ごとにＫＩＮＯＴＯＣＯのイベント
で親子向けのベンガラ染め体験を実施していました。
講座や体験を実施していく中で、徐々にリピーターが
増えてきて、同じ顔ぶれがそろう事もしばしばでてき
ました。これだけリピーターが増えてくるのも、ベン
ガラ染めってやっぱり楽しいんだなぁと再確認しまし
た。思い起こせば、自分も初めてベンガラ染めを習い
に行った時に「こんなに面白いんや！？」と感動した
ことを今でも鮮明に覚えています。その時は障がい者
の就労支援の職員をしていましたが、市の助成金を頂
く機会があり、それをきっかけにベンガラ染めの各技
法を習いにいきました。初めは勤めている事業所にた
だ習ったことをそのまま伝えられればいいと思ってい
ましたが、習っているうちに、子どもの時に無心で絵
を描いている時の感覚に戻り、（キン肉マンのキャラ
をひたすら描いていました。）気がつくと自分が一番

ドはまりしていました。それからは福祉事業所での活
動と、プライベートの活動と分けてベンガラ染めをし
てきました。現在は縁があって上松町に居るので、こ
んなに面白いものをせっかくだし多くの人に広めた
い！！という想いで活動をしています。これを読んで
いる方も、騙されたと思って一度、ベンガラ染めを体
験してみませんか？いつでもお待ちしております。

地域おこし協力隊だより地域おこし協力隊だより

　上松保育園の交通安全教室が 4 月３０日（木）に、保育園
周辺で開催されました。
　この教室は園児たちに道路の安全な渡り方などを覚えてもら
う目的で毎年行われているものです。
　交通安全教室では、講師として長野県交通安全教育支援セン
ターの指導員の方々から、大きな絵本や、パネルを使って横断
歩道の渡り方や信号の見方を教わりました。　
　その後、園児たちは実際に外に出て横断歩道の渡り方や歩道
の歩き方などを確認しました。
　警察官や交通安全協会の方が見守る中、園児たちは左右の確
認をして、大きく手をあげて道路を渡ることができました。

上松保育園　上松保育園　交通安全教室交通安全教室
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赤
沢
自
然
休
養
林
の
二
〇
二
六
年
シ
ー
ズ

ン
が
四
月
二
十
五
日
（
土
）
か
ら
始
ま
り
、

開
園
初
日
に
は
開
園
式
・
森
林
鉄
道
出
発
式

が
関
係
者
出
席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
運
行
の
安

全
と
多
く
の
人
が
来
園
す
る
こ
と
を
祈
願
し

て
、
森
林
鉄
道
の
運
転
キ
ー
と
花
束
が
、
森

林
鉄
道
乗
務
員
の
方
達
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
終
わ
り
に
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
安
全

を
祈
願
す
る
木
曽
木
遣
り
唄
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
木
曽
ひ
の
き
の
森
」
の
方
に
よ
っ
て
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
木
遣
り
唄
は
休
養
林
開
園

用
の
特
別
編
で
歌
わ
れ
、
参
加
者
全
員
で

「
よ
ー
い
よ
ー
い
」
合
い
の
手
の
掛
け
声
で
、

無
事
に
開
園
で
き
た
こ
と
を
祝
い
ま
し
た
。

　

九
時
三
十
分
の
森
林
鉄
道
始
発
便
は
特
別

無
料
乗
車
便
と
な
り
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
乗
車
し
、
春
の
暖
か
な
日
差
し
を
浴
び

な
が
ら
、
森
林
鉄
道
か
ら
見
え
る
新
緑
に
満

ち
た
園
内
の
風
景
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

昨
年
は
、
約
五
万
人
の
方
が
赤
沢
自
然
休
養

林
に
訪
れ
、
森
林
浴
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
多
く
の
方
の
ご
来
園

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　令和８年４月２３日発行の「広報あげまつ：２０２６年４月号７４３号」の掲載記事の内容に、下記のとおり
誤りがありましたので、お詫び申し上げます。今後このような誤りが無いように細心注意を行ってまいります。

町職員の人事異動記事

掲　載掲　載
ページページ 対象者氏名対象者氏名

訂正後訂正後
誤り誤り

44 原　　篤之原　　篤之
正　：（異動前職名）教育委員会教育次長
誤り：（異動前職名）教育委員会次長

44 大畑　真樹大畑　真樹
正　：（異動先職名）住民福祉課課長兼こども家庭センター長
誤り：（異動先職名）住民福祉課　　兼こども家庭センター長

55 花川あづま花川あづま
正　：（異動前職名）住民福祉課課長　　兼こども家庭センター長
誤り：（異動前職名）住民福祉課課長補佐兼こども家庭センター長

55 根井　大輔根井　大輔
正　：（異動先職名）総務課総務係長
誤り：（異動先職名）総務課総務係　

５５ 大平　直己大平　直己

正　：（異動先職名）地域振興課林業振興係長
　　　（異動前職名）産業観光課林務係長
誤り：（異動先職名）地域振興課林業振興係　
　　　（異動前職名）産業観光課林務係　

「広報あげまつ 743号」の掲載内容の誤りについてお詫び

今
シ
ー
ズ
ン
の
赤
沢
自
然
休
養
林
が
開
園

今
シ
ー
ズ
ン
の
赤
沢
自
然
休
養
林
が
開
園
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５月は「詐欺防止月間」５月は「詐欺防止月間」
太郎ちゃん（太）美林ちゃん（美）

健康増進センターリレートーク健康増進センターリレートーク　・・・117　・・・117

【テーマ：特殊詐欺防止電話購入費補助】

太：もしもし？おばあちゃん？
美：太郎ちゃん、誰に電話してるの？
太：ポーばあちゃんだよ。時々困ったことはないか電話してるんだ。
ポ：太郎ちゃん、いつもありがとう。この間も変な電話がかかってきたけど、太郎ちゃんが相談にのってくれた
から安心だったよ。

太：心配ごとがあれば一人で悩まないでいつでも相談してね。
美：普段からお互いに電話をしたり、特殊詐欺防止電話に切り替えることで安心して過ごすことができるわね。

　詐欺防止月間では、国際的な消費者保護ネットワーク（ＩＣＰＥＮ）が主導し、日本では毎年５月の「消費者月間」
に合わせて、悪徳商法や特殊詐欺などの被害防止を呼びかける啓発を行っています。
　様々な場所で「詐欺撲滅！」「詐欺に注意」といった注意喚起がされていますが、特殊詐欺は被害件数、被害額
ともに年々増加しており、令和７年度は長野県内だけで４５４件、３８億４９４６万円の被害がありました。特
殊詐欺のほとんどが電話を使用してお金を要求する手口のため、長野県警では特殊詐欺を総称し「電話でお金詐欺」
と呼んでいます。電話口でのやり取りを不審に感じるには、普段から家族と連絡を取ったり、録音機能のついて
いる電話機に変更することが効果的です。
　怪しいと感じる電話があった時には、一人で悩まず家族や警察に相談しましょう。
　上松町では特殊詐欺防止装置購入費の補助を行っていますので、予防のためご活用ください。

上松町役場　福祉係（０２６４－５２－５５５０）

　
　
　
　
　
　
　

和
貴

麥
島　

陽
翔　
　
　
　
　
　

観
音

　
　
　
　
　
　
　

舞
香

　
　
　
　
　
　
　

和
貴

吉
村　

七
実　
　
　
　
　
　

寝
覚
１

　
　
　
　
　
　
　

香
央
里

西　
　

宏　
　
　

86
歳　
　

木
曽
寮

上
原　

光
男　
　

86
歳　
　

寝
覚
2

大
前　

弘
男　
　

84
歳　
　

南
栄
町

堀
田　

昌
子　
　

86
歳　
　

中
町

栗
林　

光
子　
　

85
歳　
　

沖
田
町

原　
　

貞
夫　
　

88
歳　
　

倉
本
下
条

北
澤　

明
典　
　

80
歳　
　

荻
原

※
情
報
掲
載
に
同
意
を
頂
い
た
方
の
み

　

掲
載
し
て
い
ま
す
。

戸
籍
の

　
　
窓

四
月

（
敬
称
略
）

お
す
こ
や
か
に

お
す
こ
や
か
に

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
し
ま
す

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
し
ま
す

〇上松町高齢者等特殊詐欺防止装置購入費補助〇〇上松町高齢者等特殊詐欺防止装置購入費補助〇
対象者：６５歳以上の者がいる世帯（同一世帯につき１回限り）対象者：６５歳以上の者がいる世帯（同一世帯につき１回限り）
補助額：上限６，０００円（購入費の２分の１以内）補助額：上限６，０００円（購入費の２分の１以内）

申請書は役場１階３番窓口に用意しています。申請書は役場１階３番窓口に用意しています。
お気軽にお問合せ下さい。お気軽にお問合せ下さい。

ポーばあちゃん（ポ）


